
「校内支援体制を整える５つのポイントと学校経営における１年間の流れ」 

校内支援体制について、年間スケジュールと重ね合わせながら、学校経営の側面から検証・

改善を図ることができるよう、５つのポイントと学校で行われる１年間の主な業務や調査等

の関連を示しています。便宜上、夏に「校内委員会の開催」、冬に「個別の教育支援計画の作

成・活用による文書での引継ぎ」等を記載していますが、これらは年間を通じて計画的に実

施したり、その必要が生じたときに実施したりするものです。 

なお、図中のページ表記は、本ハンドブックの掲載ページを示しており、関心のある項目

から読み進めることができます。 

「・」は、学校が実施 「※」は、国・道が実施 

 

 

 

  ・学校経営方針の説明 
（グランドデザインの策定） 

・本年度の教育課程による教育活動の実施 
 
※全国学力・学習状況調査 
※児童生徒の問題行動・不登校等 
生徒指導上の諸課題に関する調査 

 
 

・教育支援委員会の開催・ 
点検 

・新就学児手続き開始(小学校) 
 

※教育支援委員会の開始 
※児童生徒の問題行動・不登校 
等生徒指導上の諸課題に関す 
る調査 

  ・校内委員会の開催 
   
  ※特別支援教育実態調査 

※全国体力・運動能力、運動習慣 
等調査（～７月） 

 
 
・個別の教育支援計画の作成・活用による 
 文書での引継ぎ 
・学校評価及び次年度の構想 
 
※高等学校入学者選抜 
※特別支援学校入学者選考検査 

学校経営方針に 

基づき、 

特別支援教育を 

推進する 

→(1) Ｐ８ 児童生徒の多様な 

実態を幅広に捉え、 

授業改善等の取組に 

つなげる 

→(2) Ｐ10 

教職員の 

特別支援教育に 

関する専門性向上を

進める 

→(3) Ｐ12 

児童生徒の 

「学びの場」の 

提供と柔軟な見直し 

→(4) Ｐ14 

個別の教育支援計画

等の作成・活用を 

意味付ける 

→(5) Ｐ16 校内支援体制 

の構築 
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